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概 要

本稿は、政府が対外借入を行う小国開放経済の RBC モデルに
基づき、財政支出を政府債務の大きさにシステマティックに反応さ
せることにより生じる財政支出の反転について、その厚生の水準に
及ぼす影響を検討する。Schmitt-Grohé and Uribe (2004) のアルゴ
リズムに従って、モデルの方程式体系を二次近似することによって
モデルを解き、代表的家計の期待効用の大きさを測ることにより、
財政支出の反転が、それがない場合と比べて、厚生のパフォーマン
スを改善させるのかどうかを分析した。その結果、対外借入金利に
おけるリスクプレミアムが比較的大きい場合には、政府による財政
支出の反転は、厚生のパフォーマンスを改善させることが確認され
た。また、望ましい租税政策の議論 (Bi (2010))における、税率のボ
ラティリティと対外借入金利のボラティリティとの間のトレードオ
フはみられず、望ましい財政支出の反転は、両者のボラティリティ
をより小さくすることがわかった。これは、ソブリン危機に直面し
ている欧州諸国のようなケースにおいて、政府による財政支出の反
転が、望ましい債務安定化政策のひとつとなりうることを示唆して
いる。
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